
●保育のねらい
・様々な物に触れる。
・自由に表現する楽しさを味わう。

●保育の振り返り
小麦粉粘土や綿などあまり触れたことがない物は苦手でなかなか触れなかったり、警戒して様子を伺ったりする姿が見られるみにばら組さ

ん。でも製作で毛糸を使った時には1人ががばっと思い切り触って楽しむ様子を見ているうちに興味を持ち、少しずつ触れる姿が見られました。
絵の具やクレヨンにも何度か使ううちに慣れ、自由に表現する姿が見られるようになってきました(思考力の芽生え)。大きく腕を動かしながら
ダイナミックに絵を描く子、色を選びながらゆっくりと絵を描く子など絵を描く時にも様々な姿が見られ、その子らしさいっぱいの作品が出
来上がります。できあがった作品を見て「どんな色が好き♪」と歌を歌う姿も製作をする楽しみの1つです(豊かな感性と表現)。
違った感触を感じることでいろいろな物に親しみを持って触れることが出来るように製作でも様々な物を取り入れながら楽しんでいけたら

と思います。また、子どもたちの思いを大事にしながら作る楽しさも一緒に味わっていきたいです。

対象児:0歳児 みにばら組
作成者:宮崎佳那

作成日:令和7年1月27日

いっぱいできたよ
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